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札幌法学 27 巻 1・2 合併号（2016）
— 66 —
部である。当地に通いはじめてすでに10年が経過したが、調査に際しては当地の
多くの方々に協力して頂いた。特にＸ氏とその「奥さん」には大変お世話になっ
た。Ｘ氏には時に波の音しか聞こえない海辺の居酒屋で、時に暑さをしのぐ民宿
の軒先で長時間にわたって話をお聞きした（というより、単におしゃべりをして
いた時間のほうが長かったが）。今もＸ氏とは良き「飲み友だち（？）」であ
ると思っており、八重山地方を訪れると必ずお会いしている。なお、本稿で使
用した資料の一部は森謙二茨城キリスト教大学教授との共同調査によるものであ
り、加賀谷真梨氏（当時国立民族学博物館機関研究員）の調査協力も得たこと記
しておきたい。
